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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2018 年 11 月 28 日に公表した 2019 年８月期第２四半期累計期間の業績

予想を修正することとしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2019 年８月期第２四半期累計期間業績予想の修正 

 （2018 年９月１日～2019 年２月 28 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 １株当たり四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,725 

百万円 

80 

百万円 

12 

百万円 

7 

円 銭 

6.23 

今回修正予想（Ｂ） 917 △ 155 △162 △104 △80.78 

増減額（Ｂ－Ａ） △808 △236 △174 △112 - 

増減率（％） △46.9 - - - - 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2018 年 8 月期第２四半期） 

479 △123 △142 △111 △92.29 

（注）2018 年 8 月期第２四半期におきましては、四半期財務諸表を作成していないため、2018 年 8 月 

期第２四半期実績については参考情報として記載しております。 

 

２．修正の理由 

 当第２四半期累計期間における売上高につきましては、自然エネルギー事業において、上期中に予

定していた太陽光発電施設の売却時期が下期にずれ込んだことに加え、不動産コンサルティング事業

において、一部案件の完了時期が下期にずれ込んだことなどにより、当初計画を下回る見込みとなり

ました。 

利益面につきましても、主として上期売上高の減少により当初計画を下回る見込みとなりました。 

 

なお、2019 年８月期通期業績予想につきましては、自然エネルギー事業及び不動産コンサルティン



グ事業の案件進捗状況を総合的に勘案し、前回発表予想を据え置くことといたします。今後、業績修正

の必要が生じた場合は速やかに公表いたします。 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記載は、発表日現在において入手可能な情

報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があ

ります。 

 

以 上 


